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潮汐混合によるインドネシア通過流への影響

The impact of tidal mixing on the Indonesian Throughflow
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　インドネシア多島海は太平洋とインド洋の二つの大洋を繋ぐインドネシア通過流が流れている海域であ

る。直上の大気は赤道の大気大循環の中心域でもありインドネシア多島海の海面水温は雲の発達過程に重要な

役割を果たしている。この海域は、海底地形が複雑なため、潮汐による鉛直混合が活発に起きていると考えら

れている。インドネシア通過流がこの海域を通る過程で潮汐混合がその水塊性質にどのような影響を与えるの

かを調べるため、潮汐混合パラメタリゼーションの感度実験を行った準全球海洋大循環モデル　OFES2を解析

した。パラメタリゼーションの有無による数値モデルの解析結果の違いによってインドネシア通過流に沿って

起きる海水の温度、塩分、流速の変化を調べた。その結果、潮汐混合がインドネシア通過流に確かに影響を与

えていることを確認できた。特に、海峡や浅くなっている地点（海嶺火山など）の前後での水塊性質の変化が

顕著で、水塊性質の鉛直分布が均一になっていることを確認できた。これは海峡などの狭い場所を通過する時

に、潮汐混合の影響を強く受けるためであると考えられるが、原因解明のためにより詳しく解析を行ってい

く。
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